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※プログラム内容は現時点の予定です。詳細はプログラムカレンダーや特設 Web サイトをご参照ください。 

◇協会主催プログラムの例（対話） 
実施主催者 開催⽇ 開催場所 

２０２５年⽇本国際博覧会協会 2025 年 6 ⽉ 28 ⽇ テーマウィークスタジオ 
プログラム名 

サイエンス・テクノロジーの進展 
（アジェンダ 2025 主催プログラム） 

開催意義 プログラム概要 

「健康とウェルビーイング」ウィークでは、
「⼀⼈ひとりのウェルビーイングが共鳴する社
会をどう実現するか?」を共通の問いとして
投げかけ、世界の⼈々とともに解決策を探
ります。 
 博覧会協会が主催する「アジェンダ
2025」では、全ての⼈が社会と繋がり、皆
が公平に各々の健康な状態/ウェルビーイン
グに到達する未来をビジョンとして描き、その
実現のために解決すべき課題を話し合いま
す。 

本プログラムでは、「サイエンス・テクノロジーの進展によって、未だ満たされていない健
康/ウェルビーイングのニーズにどのようにアプローチしていくか︖」という問いを設定し、パ
ネル・ディスカッション⽅式で議論します。 
・健康/Well-being の領域で、現状どのようなアンメットニーズが存在するのか︖ 
・現状のアンメットニーズに対して、サイエンス・テクノロジーの進歩がどのように活⽤されよ
うとしているか︖ 
・アンメットニーズに対応するサイエンス・テクノロジーの実装に際し
てはどのような障壁が考えられるか︖ 
・あらゆる⼈に対するアクセシビリティを確保するためには、何が必
要か、チャレンジは何か︖ 
・今後更にイノベーションを加速化させるには何をすべきか︖ 
といった論点を中⼼に世界中から集まった専⾨家や有識者たちが
解決に向けた対話を展開します。 
モデレーター︓カイ・クプファーシュミット 
（フリーランスの科学ジャーナリスト、「サイエンス」誌の寄稿記者）    

◇省庁連携プログラムの例（展⽰） 
実施主催者 開催⽇ 開催場所 

インフォーマ マーケッツ ジャパン株式
会社 

2025 年 6 ⽉ 21⽇〜29⽇ EXPO メッセ 

プログラム名 
HEALTH DESIGN 輝き、⽣きる。Live Brighter 

開催意義 プログラム概要 

⼈と技術が共⽣する未来では、 
先端技術が⼈の⾝体の可能性を広
げ、「⽣きる」という概念を変⾰し、 
私たちに新たな希望をもたらしてくれ
るでしょう。 
⼀⼈ひとりが⾃分らしくいきいきと暮ら
し、挑戦への意欲を⾼め、広い視野
で社会を⾒つめ直しながら、新たな価
値観や⽣き⽅を実現できる世界。 
そんな誰もが輝きながら⽣きていける
未来の姿を、健康・医療の展⽰やイ
ベントを通じて世界に先駆け発信し
ていきます。 

HEALTH DESIGNは「健康とウェルビーイング」テーマ
ウィークと連動した、⽇本のウェルネス・医療の現状を
紹介する展⽰・体験イベントです。会場内は全部で
11のブースで構成され、経済産業省/厚⽣労働省な
どが出展するそれぞれのブースで⽇本の医療の最新機
器・情報の他、様々な展⽰・体験を頂けます。 
＜館内で実際に展⽰体験頂けるトピックス＞ 
① 再⽣・細胞医療・遺伝⼦治療 
② 障害者の⾃⽴と社会参加促進を⽬的とした障害者向け⽀援機器・技術の展⽰ 
③ 認知症の疑似体験、認知症を正しく理解するための展⽰ 
④ ⽇本の先進的な医薬品等の情報発信 
⑤ 介護ロボット等のテクノロジーの展⽰及び紹介 
⑥ ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）に関する体験型展⽰ 
⑦ 個⼈の健康医療情報（PHR）を基に、運動・睡眠・⾷事などにおいて、個⼈に最適化
されたサービスの体験 
⑧ 最新テクノロジーを駆使した次世代医療機器等の体験  
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◇協賛企業によるプログラムの例（対話） 

実施主催者 開催⽇ 開催場所 
三井住友信託銀⾏株式会社  2025 年 6 ⽉ 23⽇ テーマウィークスタジオ 

プログラム名 
「⼈⽣１００年時代に向けて」いのち輝く豊かな未来 

（アジェンダ 2025 参加プログラム） 
開催意義 プログラム概要 

世界⼀の超⾼齢社会である⽇
本においても、「⼈⽣100 年
時代」を現実的なものとして 
捉えている⽅はまだ少ないと考
えています。健康に年齢を重ね
るための最新の研究に 
触れていただくことで、多くの⽅
に「幸せな 100歳」を迎えてい
ただきたいと思っています。 

年齢を重ねても健康を維持し、“幸せな
１００歳”を迎えていただくための「プロ
ダクティブエイジング（抗⽼化）」に関す
る世界の最新研究をご紹介します。 
世界の最前線で活躍する研究者がシ
ンポジウムに集結︕ 
【登壇者】 
・今井眞⼀郎教授 ワシントン⼤学 
・ニールバルジライ教授 アルバート・アインシュタイン医科⼤学 
・アンドレア・メイヤー教授 シンガポール国⽴⼤学 
・柳沢 正史教授 筑波⼤学 
【ファシリテーター】 
瀬川茂⼦記者 朝⽇新聞社 科学医療部 

 
◇⾃治体によるプログラムの例（展⽰） 

実施主催者 開催⽇ 開催場所 
富⼭県 2025 年 6 ⽉ 27⽇~6 ⽉ 29⽇ EXPO メッセ 

プログラム名 
寿司といえば、富⼭ 

開催意義 プログラム概要 

寿司を⼊⼝として、富⼭県の
魅⼒（豊かな⾃然・⾷・⽂
化・伝統⼯芸等:ウェルビーイ
ングの基盤）を発信します。 
プログラムでは富⼭県の寿司
の美味しさも体感いただきま
す。  

富⼭県には、⽔深 1,000mの富⼭湾と標⾼3,000m級の⼭々が連なる⽴⼭連峰があり、世界
的にみても稀な地形を有しています。そして、この⾼低差4,000mが⽣む雄⼤な⾃然環境によっ
て、おいしい⽔や⾷の多様性、伝統⼯芸など、ウェルビーイングを⽬指すための『幸せの基盤』が揃って
います。富⼭県のダイナミックな地形を体感できるブース展⽰や、⾵⼟に根付いた伝統⼯芸品の展
⽰、富⼭らしさを感じられる寿司の試⾷などを通じ
て、富⼭ならではのウェルビーイングな環境を是⾮ご
体感ください。 
＜館内で実際に展⽰体験頂けるトピックス＞ 
・寿司の試⾷ブース 
・富⼭県のダイナミックな地形を体感できるブース 
・⾵⼟に根付いた伝統⼯芸品の展⽰ブース など 
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◇公式参加者によるプログラムの例（対話） 

実施主催者 開催⽇ 開催場所 
ブラジル連邦共和国 2025 年６⽉ 29⽇ テーマウィークスタジオ 

プログラム名 
健康と気候変動: 現代の⼆重の課題 

開催意義 プログラム概要 

気候変動は、特に不平等な状況下で⽣活する弱い⽴場にある
⼈々の公衆衛⽣に重⼤な脅威をもたらします。恵まれない地域
社会は、疎外され無視されることが多く、気候変動による健康リ
スクの最前線に⽴たされています。現在の切迫した状況では、脆
弱な状況にある⼈々に特に注意を払いながら、⼀⼈ひとりの健康
と幸福を守るために、あらゆる⾯で協調した⾏動を求められていま
す。このような状況において、気候変動と健康との両⽴を実現す
るには、科学、技術、イノベーションを活⽤し、回復⼒、監視シス
テム、ヘルスケア部⾨における教育を強化する多⾯的なアプロー
チが必要です。 

本セッションでは、健康と気候変動の相互依存性について取り上
げ、2030 アジェンダとパリ協定の⽬標を達成するための共同⾏
動の重要性を強調します。さまざまな分野の専⾨家や代表者が
⼀堂に会し、両アジェンダの関係を強化するための解決策や戦
略について議論します。参加者間の議論と経験の交換は、気候
変動に対処し、世界の健康を促進するためのより効果的な⾏動
の開発に貢献する可能性を秘めています。 
イベント形式︓ラウンドテーブル 
講演者: Dr. Paulo Gadelha (所属︓オズワルドクルズ財団,  
EFA 2030/Fiocruz)、公的機関、連邦政府、州政府、地⽅
⾃治体、アジア諸国の国連機関、アフリカ⼤陸の主要関係者な
どの研究者、科学者、管理者。 

 
◇テーマウィーク コネクト プログラムの例 

実施主催者 開催⽇ 開催場所 

Japan Health実⾏委員会 
2025 年６⽉ 25 ⽇〜 

6 ⽉ 27⽇ 
インテックス⼤阪 ホール６ 

プログラム名 
Japan Health 

開催意義 プログラム概要 

⽇本では分野ごとの学会展⽰会が主流であり、国内
市場の成⻑に寄与する⼀⽅で、輸⼊超過の課題にも
直⾯しています。 
この状況から、私たちが持つグローバルな発信⼒を最⼤
限に⽣かし、「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマ
に掲げた 2025 年万博を迎える今こそ、⼤阪にて
「Japan Health」の開催を決定致しました。  

世界最⼤級の医療機器・ヘルスケアの国際展⽰会、Arab Healthの
姉妹展として「Japan Health」を 2025 年 6 ⽉に⼤阪で初開催致しま
す。 

 

 
 


